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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月25日(2015.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオンガイド装置であって、
　同一中心軸線に沿って一列に並んで分布し、それぞれ複数の独立する分割電極に囲まれ
て構成される複数の環状電極アセンブリと、
　位相が反転した高周波電圧を前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に提供して、且つ
直流電位を各環状電極アセンブリの分割電極に提供する電源装置と、を含み、
　前記直流電位が、イオンが中心軸線の方向に沿って移動する時に前記イオンガイド装置
の径方向へ偏向するように分布する
　ことを特徴とするイオンガイド装置。
【請求項２】
　前記電源装置は前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリ
の各環状電極アセンブリの隣接する分割電極、又は前記複数の環状電極アセンブリの少な
くとも一部の環状電極アセンブリの前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に、振幅、周
波数及びデューティ比の三つのパラメータのうちの少なくとも一つが異なる高周波電圧を
印加することにより、イオンが前記中心軸線の方向に沿って移動する時に前記イオンガイ
ド装置の径方向へ偏向され、且つ前記電源装置は前記各環状電極アセンブリの分割電極に
同じ直流電位を印加することを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項３】
　前記中心軸線に沿って隣接する環状電極アセンブリにおける分割電極に進行波形式の直
流電位を重畳することを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項４】
　位相が反転した高周波電圧をそれぞれの前記環状電極アセンブリの隣接する分割電極に



(2) JP 2015-521784 A5 2016.2.18

提供することを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項５】
　前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリの複数の分割電
極の長さの割合が前記中心軸線に沿って変化することを特徴とする請求項１に記載のイオ
ンガイド装置。
【請求項６】
　前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリの径方向の寸法
が前記中心軸線に沿って順に減少又は増大していることを特徴とする請求項１に記載のイ
オンガイド装置。
【請求項７】
　前記複数の環状電極アセンブリの各環状電極アセンブリを構成する分割電極間の間隙を
接続してなる分割線が非直線であることを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置
。
【請求項８】
　前記中心軸線が非直線であることを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項９】
　前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリが２つの分割電
極からなることを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１０】
　前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリの形状が円環で
あることを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１１】
　前記複数の環状電極アセンブリの少なくとも一部の環状電極アセンブリは多角形電極ア
センブリにより代わることを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１２】
　前記イオンガイド装置が、集束したイオンを後段の真空に導入するように前記中心軸線
に平行する方向にイオンを排出する装置を更に有することを特徴とする請求項１に記載の
イオンガイド装置。
【請求項１３】
　前記イオンガイド装置が、集束して且つ偏向したイオンを後段の真空に導入するように
前記複数の環状電極アセンブリの径方向にイオンを排出する装置を更に有することを特徴
とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１４】
　前記イオンガイド装置がさらに、中性気体成分を前記中心軸線に平行する方向に沿って
抜き出すような排気装置を有することを特徴とする請求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１５】
　前記イオンガイド装置がタンデム質量分析計における衝突室であることを特徴とする請
求項１に記載のイオンガイド装置。
【請求項１６】
　前記イオンガイド装置がイオン移動度分析計におけるドリフト管であることを特徴とす
る請求項１、３に記載のイオンガイド装置。
【請求項１７】
　それぞれ複数の独立する分割電極に囲まれて構成され、中心軸線が重なる複数の環状電
極アセンブリを設置する、環状電極アセンブリを設置するステップと、
　位相が反転した高周波電圧を前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に提供して、且つ
イオンが中心軸線の方向に沿って移動する時に前記環状電極アセンブリの径方向へ偏向さ
れるように分布する直流電位をそれぞれの前記環状電極アセンブリの分割電極に提供する
、電圧を提供するステップと、
　イオンを前記中心軸線に平行する軸方向の一端側から前記複数の環状電極アセンブリに
導入し、前記イオンを前記複数の環状電極アセンブリにおいてガイド、偏向又は集束した
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後に前記中心軸線に平行する軸方向の他端側から排出する、イオンの導入及び排出ステッ
プと、
　を含むことを特徴とするイオンガイド方法。
【請求項１８】
　それぞれ複数の独立する分割電極に囲まれて構成され、中心軸線が重なる複数の環状電
極アセンブリを設置する、環状電極アセンブリを設置するステップと、
　位相が反転した高周波電圧を前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に提供して、且つ
イオンが中心軸線の方向に沿って移動する時に前記環状電極アセンブリの径方向へ偏向さ
れるように分布する直流電位をそれぞれの前記環状電極アセンブリの分割電極に提供する
、電圧を提供するステップと、
　イオンを前記中心軸線に平行する軸方向の一端側から前記複数の環状電極アセンブリに
導入し、前記イオンを前記複数の環状電極アセンブリにおいてガイド、偏向又は集束した
後に導入側と同一の側から排出することを特徴とするイオンガイド方法。
【請求項１９】
　それぞれ複数の独立する分割電極に囲まれて構成され、中心軸線が重なる複数の環状電
極アセンブリを設置する、環状電極アセンブリを設置するステップと、
　位相が反転した高周波電圧を前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に提供して、且つ
イオンが中心軸線の方向に沿って移動する時に前記環状電極アセンブリの径方向へ偏向さ
れるように分布する直流電位をそれぞれの前記環状電極アセンブリの分割電極に提供する
、電圧を提供するステップと、
　イオンを前記中心軸線に直交する方向に沿って前記複数の環状電極アセンブリに導入し
、前記イオンを前記複数の環状電極アセンブリにおいてガイド、偏向又は集束した後に前
記中心軸線に平行する方向に沿う任意の一側から排出することを特徴とするイオンガイド
方法。
【請求項２０】
　それぞれ複数の独立する分割電極に囲まれて構成され、中心軸線が重なる複数の環状電
極アセンブリを設置する、環状電極アセンブリを設置するステップと、
　位相が反転した高周波電圧を前記中心軸線に沿って隣接する分割電極に提供して、且つ
イオンが中心軸線の方向に沿って移動する時に前記環状電極アセンブリの径方向へ偏向さ
れるように分布する直流電位をそれぞれの前記環状電極アセンブリの分割電極に提供する
、電圧を提供するステップと、
　イオンを前記中心軸線に平行する方向に沿う任意の一側から前記複数の環状電極アセン
ブリに導入し、前記イオンを前記複数の環状電極アセンブリにおいてガイド、偏向又は集
束した後に前記中心軸線に直交する方向に沿って排出することを特徴とするイオンガイド
方法。


	header
	written-amendment

